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は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３２４，２５）

　

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
５７ がある

（参考項目：１８，３８）

５８謬用蝋ま声おひとりのペースで暮らしている

が支援することで生き生きした
れている５９ 表情や姿がみら

　

（参考項目：３６，３７）

６０

６１

、戸外の行きたいところへ出かけてい

目：４９）

～健康管理や医療面、安全面で不安な
いる

目：３０，３１）

は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
こより、安心して暮らせている

　　

取

　

し ｍ

　

み

　

の

↓該当するものに０印
項

　　

目

、ており、信頼関係ができ
６３ て 鴛

こ

：９，鶏 ９）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
６４

　

域の人々が訪ねて来ている

　

（参考項目：２，２０）

て、
６５

てし

活き活きと働けている
６６

（参考項目：”，１２）

　

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
６７ していると思う

て、利用者の家族等はサービスにお
６８

　

おむね満足していると思う

　　

取

　

り 組

　

み の

　

成

　

果
↓該当するものに０印

し、、、

・ー］」禍ｉ－おし、てもＴｒ‐：て７いふに以Ｌｖノス流イベニ′ト＋…している。－ ノつ一員とし７

　

－”一ＪＦュｒ｛…”Ｌｒノ＼

りを目指している。
．グループホームの概要、日々の様子や取り組み内容を広報誌やホームページにて
図っている。
・認知症の理解を深める内部研修を定期的に行っている。新：↑仙【Ｌｉ 一＝±ケアの基礎を学ぶ研修、また中堅
職員ョ…－峰ｆ－』÷側ヒメノえ演習などそれぞれに適した研修を企画し幅広く職員のスキルが向上できる体制を構築
している。
・本人の望む暮らしの実現に向け個々のライフサポートプランを作成に向けてチームで取組みを行っている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　

ＧＨかたぎはら事業所は開設２年目から、コロナウイルスの影響を受け、外出や地域との交流などを自粛されて
いましたが、運営推進会議や家族の意見を反映して、家族との対面面会を地域交流室で土・日に実施されたり
地域との交流の仕方を見直された一年間でした。今年度の地域との交流は、職員のアイディアで「七夕飾り」「クリ

　

マ “Ｅ－

　　

Ｌ 「

　

Ｚ、 つＬ

　

の人形や

　

りを作ってもらい、お菓子と交換する企画です。「秋のふれあいまつ

受付もされています。「バレンタイ、

れ、パパへのお土産と、利用者に
フェスタ」に出展した作品を利用
卜

　

にも参加をされる。など、地域
」ともども、

加して
まし
京都
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（参考項目：２８） ４．
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自己評価および外部評価結果
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大勢の方との交流が

３ ○事業所のノ」≧済ん・した地域貝献
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目

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

自己評価
実践状況

コロナ禍において会議開催は難しい状況で
あったが利用者の状況や事業所の取り組み
を報告している。推進委員にはご意見をい
ただき、サービス向上につなげている。

　　　　　　　

実践状 況

　　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待Ｌたい内容

メンバーは学区社会福祉協議会会長や学区民生
児童委員協議会会長、西京区社会福祉協議会局
長、西京南部高齢サポートセンター長、近隣介護
事業所長により、２か月に１回開催している。令和

　　

一，↓は．
はネ族代表にメンバーとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”．ノ
４年度は２回が対

－面闇債でニ３一回旋割面網謎”馨
お 参加Ｌてもらっていたが‐書面開催になっ

こま埜且
れて》もｏ義理は蔓

禾型覆登の状撃墜標識粗 筋電ほ家族彰ミヌン万￥」と
一し［て由露できて

嵐矛馨轟墨ノ各苫豆壕糟裏で嘗め黍呈考饗嬰集要害ま いなかった。家族の会議への参鞠と家族
立 靴蟹譜儀酢塾ヨ遊芸蓉碁で雑煮禅鎚罷るご

ノ葱首に議事録を配布↓すること霊Ｍ家
族
”からふ

の滝
′衛星±霊域藁落籍鋸ーも開豊ひで

」
の鴬灘齢壷濁送浄る

【 星をもやっぎ三隻・１琴壕地
１言もふ

連事に参加をし

ことお
一
環
一
葉や丑地…域叱あ嘉交流そ横写笹

一
飾
一事の

一件を

　

てもらわれ①」とを期侍サＱｏ

提供してもらっている。議事録はメンバーと行政へ
の配布をしているが、家族には配布していなかっ
た。

５ （４） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアリ

　

ビスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

新型コロナウィルスに関わる施策について
は状況に応じて変化が生じたが、連絡に対
し忠実に対応できた。

京都市の京都オレンジ色プロジェクトに参加をし
認知症への啓発活動に取り組まれている。西京

←丁”””辻が。ム・「；＆：費シア会議に参加して、行
政には情報提供をしてもらっている。コロナウイル
ス感染症の予防や 発症時の対処方法などは行
政の指導を得られ 職員の研修にも取り入れられ
ている。

６ （５） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる 年間２回の研修を通じて身体拘束について

の理解を深めている。夜間の玄関の施錠を
除いては身体拘束を実施していない。

「身体拘束適正化委員会」は運営推進会議のメン
バーでおこない、「身体拘束０指針」を作成し～研
修委員会が企画する、年２回の研修を実施してい
る。虐待チエンクシートで年１回ふりかえりをおこな
い研修委員会で集計・分析をしている。研修受講
後はレポートの提出を義務付け、参加できなかっ
た職員には資料の回覧や動画で全職員が学べる
ようにしている。日常のケアの中で「ちょっと待っ
て」“昌業は哉わないことを決めたり、「車いすは
移動の手段とする」ことを全職員で心掛けている。
毎日～その日のケアを振り返る対面こ散り、理念
に沿ったケアがおこなえていたのかを話し合って
いる。

７ ０虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い一防止に努めている

年間２回の研修を通じて身体拘束について
の理解を深めている。疑問に感じたケアな
ど毎日その日の出来事を共有し、職員のケ
アについての悩みを話し合う時間を設けて
いる。

８ ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い～それらを活用できるよう支
援している

利用者に保佐人がついている方もいるので
電話連絡などを通して、利用者の様子を伝
え、共有や報告を行っている。

２

宣 誓

　　　　　

項

　

目 次のステップに向
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○契約に関する説明と納得
契約の締結～解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解琢納得を図っている

当己評価 外部評Ｉ
実践状況

問い合わせや質問に関しても丁寧に説明を
行い、契約時等も本人や家族から不安や疑
問点を確認しながら説明を行い、理解納得
に努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ｌｏ （６） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

日 、々意見要望を聞き反映に努めている。
毎年ユーザ

　

アンケートを実施し結果を公
表している。

利用者には日常の関わりの中で意見を聞き‐家
族から面会時や電活で聞いた意見は「業務日誌」
や「ケース記録」に記録して‐職員で共有してい
る。家族はライン電話の面会だけでな〈 顔を見て
話せる面会を希望され、地域交流案で土・日の面
会や衣服の入れ替え時などは、家族に居室でお
こなってもらうなどしている。家族アンケートを実施

し、集計・分析をして家族に配付し、ホームページ
でも公表している。また、家族には担当介護士が
毎月、利用者の状況を手紙と写真で報告すると共
に、季刊誌や「ちょこっと！！きらり☆かたぎはら」（都

度、各事業所で発行）を家族に送付して利用者の
様子を知って貰い、事業所の取り組みへの理解を
図っている。

１１ （７） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている 定期的に会議の時間を設け、代表者、管理

者は職員の意見や葉末じーａ」・

　

．ｃ。ｘーノＬ

いる。人事考課制度・ヒアリングを各職員に
対して実施している。

職員からの意見はグループホームの全体会議や
ユニット会議、それぞれの委員会で意見を聞くと
共に、職員ヒヤリングで施設長が年１回、意見を
聞いている。職員から地域との交流について提案
があり、みんなで検討をして、コロナ禍の対策をお
こないながら１年を通して地域との交流イベントを
実施し成果を上げている。また 職員にアイデアを
募った～かたぎはらのマスコットキャラクター「カタ
ピー」も人気を集めている。

１２ ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など 各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

人事考課制度を取り入れ、代表者は各職員
とのヒヤリングの機会を設ける事で職場環
境、条件の整備に務めている。

１３ ０職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や～働きながらトレーニングしていくことを
准対，丁－・ス

内部研修や外部研修の告知など、職員の
育成に繋がる環境が整っている。

　

１４

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
ぐ晋▽し１祭日 事多ＦＴ－？÷ー．・そ

居住系委員会、他法人の圧雨竜だ△；、法
人内の市域・ブロック会議に参加し、情報交
換やケース検討を行いサービスの質の向上
に努めている。

外

　　　　　　　　　　　

項

　　

目
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目

　　　　　　　　　

１自 己評 価

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　

外部旨半価

次のステップに向けて期待したい内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　

””

　　　　　　　

にコ

　　　　　　　　　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ

　　

ｊ（

　

り・狩ー

　

′

　

１、Ｌ大

　

岡

曇罰閣議曇蟹鹿島灘Ｆの驚喜警醒書選挙閣議

　　　　　

／／
１６ ○初期に築く家族等との信頼関係

窯躍 響き轟翻謝漂１鱒露躍器 綴喜藍
づくりに努めている

１７ ０初期対応の見極めと支援

ー堪邸蹴、靴燕がｒそー嬬 ＊ … －対応にの時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

１８ ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員 騒 綴 鰯の立場におかず・１薯憂 欝 霊 園蕪暮らしを共にする者同士の関係を築いている

１９ ０本人を共に支えあう家族との関係

繋蕩醗鹿認繋一驚鷺綴謬えていく関係を築いている

２０ （８） ｏ馴染みの人や場との関係′継続の支援

　　　　　　　　　　　　　　

零一端主食寵し乳、るが、
午餐泌 孝司ご、妄言圭必

本人 がこれまで大切 にしてきた馴 染みの 人や場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

要に応じて、センター方式も使用して把握に努め
所との 関係 が途切 れないよう、支 援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ている。友人が面会に来られたり、手紙をもらわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れ たりの 関 係 が 継 続するように 家族に協力をし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

てもらっている方もおられる。併設の小規模多機

　　　　　　　

薯ぎ強姦謝鷺謝詐謂隣家萎賜い饗撰襲撃；雲霧蓑輪綴喜聖霊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よう支援している。

　　　　　　　　　　　　

れていた編み物やぬり絵、縫物、掃除 パズル、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

植物栽培などをそれぞれに続けられるようにして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。居室に毛糸や編みかけの作品を置いている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者は、「私は針を持つよりは編み物が好き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で、毛糸を触り指を使っていると落ち着きます。」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

話されていた。墓参りは家族と一緒に行かれてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。
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０利用者同士の関係の支援

馨蓄繋蹴 綴一鞭鰹ー墨鷺露支援に努めている

”

　　　　　

・・ ．・
・１

　

．
（９）２３

２４

２５ ○暮らしの現状の把握

－人ひとりの－日の過ごし方心身状態有する
一

轟 嫌 馨 鑓 謝、力等の現状の把握に努めている

目

　　　　　　

項

　

目
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自己平価 外部評価

２６ （１０）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について～本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

定期的にケースカンファレンスを行い、課題
とそれに向けた改善策について、検討と実
施を行いケアプランにも反映させている。

アセスメントとモニタリングはユニット会議で毎月
おこない、ケアプラン評価表を３ヶ月毎におこなっ
ている。６か月ごと及び必要時にサービス担当者
会議を開催し、家族，利用者、計画作成者‐介護
士 者渡御Ｌハ瞭声固Ｇ見直している。医療情報
は事前に必要な情報を聞いておき、家族には参
加をしてもらえるように声をかけているが、欠席の
時は事前に意向の確認をおこない、取り入れてい
る。家族には案が取れた介護計画を確認のうえ署
名をしてもらっている。

　

次のステップに向けて期待したい内容

２７ Ｃー凹か」の記録と天唆への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

日々の様子を記録化し職員間で情報を共有
しながら実践に活かしている。

２８ ０一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

住診こ＝ん間理容を通して各入居者に合わ
せたサービスを柔軟に支援している。

２９

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し 本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

逸事の情報を得るため地域研修ドニ：西
＝－〆＊－

　

●

　

か÷が｝＾
．）を開 催し把握に努め

た。公園体操や神社への参拝を通じて地域
の雰囲気を感じて頂ける環境づくりを行って
いる。

高

　　　　　　　　　　　　　　　　

徳
３０ （ＩＤ ０かかりつけ医の受診支援

受診は‐本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

主治医とのやりとりは、ご家族にすみやかに
報告。密な連携が取れるように支援してい
る。

家族の協力を得て‐一人の方は在宅時のかかり
つけ医に通院されている。他の方は家族と在宅医
療機関と往診契約を結び～月１回の訪問診療を受
けている。専門外来受診は 主治医から紹介状を
もらって通院している。事業所からの情報提供は
家族に電話で伝えたり、病院に直接手紙やファッ
クスにておこなっている。歯科医の診察は必要時
に希望者が往診を受けられるよう契約している。
緊急時は在宅医療機関し聯昌ーヵ侶

　

・

　

１

　

２４時
間いつでも連絡がつき、指示が得られている。

３１ ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問召

　　

す：－伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や≦』」
受けられるように支援している

日々のバイタル測定や生活での気付きを看
護師へ相談し、受診や、主治医へのＦＡＸ、
電話連絡を通した相談を行っている。

６月１



自
己

外
部

項

　　

目
自己評価 外部ｉＴ ニ

　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　　　　　　　　　　　　　　

－
まき鷲雲泥 事鴬状況 次のステップに向けて期待したい内容

３２

　

ロ

○入浪院時の辰：， との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

－－・●」じ」外にも書面でのやりとりも活用露且ニ【

し病院関係者との関係作りに努めている。
入院中は定期的に地域連携室から情報収
集を行い、スムーズな、『．

　

・ 努めてい
る。

３３ （１２）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

看取りがあった場合は２階３階のユニット間
で振り返りを行い、終末期の対応や家族へ
の対応について話し合いの機会を設けてい
る。

「看取り介護指針」を看取り経験をもとに作成し
英二

　

二， 家族‐ 三労こしている。昨年度３名、今
年度１名の看取り実績がある。最期の時が近づく
と家族はいつでも面会ができ、居室にて共に過ご
してもらっている。亡くなられた後には振り返りの
会で終末期の対応や家族への対応について話し
合い、貴重な経験を生かせるようにしている。亡〈
なられた後の家族へのケアは荷物を取りに来られ
た時に話をして気持ちに寄り添うようにしている。

３４ ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応α：：：：≧＊節的に行
い、実践力を身に付けている

急変時の対応や流れを示したチャートを作
成している。救急蘇生法・ＡＥＤの研修は定
期的に行えている。

３５ （１３）０災害対策
火災や地震、水害等の災害時に一昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

防災訓練を実施し避難経路や消火器の場
所の把握をし防災対策を行っている。コロナ
の予防や対応について京都市に依頼し職
員派遣のもと現状の対応についての確認や
情報提供を求めた。

住ク， ［ 。一丁宝で消防署に来てもらい～避難訓練
を実施している。今回の訓練は火元も当日発表と
いう、より

　　

－；′ふ司＝林かわこなわれ、利用者は
ベッドで横になり、職員が起こす所から始め～ベラ
ンダまで避難誘導している。停電になってもエレ
ベ

　

ク

　

は自家発電で使用可能なので、時間の
調整もしている。近隣の方にはチラシを配って声
がけをし 水消火器の訓練があるときは案内でお
誘いをしている。備蓄は二日分プラスα用意して
いる。ハザードマッノ ， ↓砂暫定三愛‘－あたる
ので、京都市から、災害計画作成の指示があり～
机上訓練をしている。
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０入浪院 時の 辰 ：．

　

との…

次のステップに向けて期待したい内容
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慢屋灘

　　　　　　

！

　　　

実践流

　　

外部ヰ 如 耐 醐痴話噸
３ （，４） ｏ 一人ひとりの尊 重とプライバシーの確保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理念やコンセプトに「その人らしいくらしを支える」

　

一 人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と挙げ 介護を提供する中で利用者一人一人の

　

損ねない言葉 かけや 対応をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

希望を大切にすることに重点を置いた支援がおこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介助を奥施する前や介助中はお声掛けを必至繁声
てきｉ書こｒご零や副業嘗鱈 羅 灘な夢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議 論ま
本
居
人
室罪畷 静プ

て
ラ
実
イ芽室シ

て二重義 零毒聾者音）最も厭 船 醤 繋 辞裂か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に努めている。

　　　　　　　　　　　　　　

てからということを徹底している。職員同士の伝達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時の声の大きさにも配慮し、お互いの言動で気に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なった 時 は 互 い に注 意しあったり、会 議 の 議 題 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

して 話し合っている。

３ ０利用者の希望の表出や自己決定の支援

轍 嚇 爾思し・網 楓たり、鍔饗駆犠灘駆誓己決定できるように働きかけている

３

３

呈露 翻
やおしゃれの支援

その人らしし、身だしなみやおしゃれができるように
１善妾曇 鰐 露 轟き

４
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０栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分呈ん÷

　

日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

自己評価 外部評価
実践状況

毎月の体重を測定し体調管理に努めてい
る。また定期的に水分の提供に努め栄養補
助食品で補いながらバランスよく栄養を摂っ
てもらえる様に努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

４２ ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

残漬物が口腔内に残っている事での窒息予
防に努め、食後のうがいや口腔ケアを実施
している。希望の方 は鼻 三・し，Ｌ事守ー．

；－Ｌ
口腔内の衛生管理を行っている。

．

　

′’

　　

”．・

　　　　　　　　　　

一

　　

＾

　　　　

Ｑ ム

　　　　

ヱ

　　　　　

ム

　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄ４３ （１６）０，フｒ′巴の自立支援
排池の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

尿意が暖昧になっている方についても立ち
上がり時など様子をみてトイレに案内しバッ
ド内だけでの排池にならない様に排池の自
立にむけた支援に努めている。

“←進衣こ全員の力ＩＬ７↓ノクをして、個々のパ
ターンを把握してトイレでの排池ができるように、
自立に向けて支援をしている。半分ぐらいの方が
自立されているが、その日の体調により‐布パン
ツのかたも柔軟にリハビリパンツを使用して失敗
のないようにしている。夜間は起きて来られた音を
察知して誘導している。睡眠を第一に考え、無理
に起こすことはせず 夜間のみおむつを使用して
いる方もおられる。

４４ ０便二の予防Ｌ対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

医日中と；”。ハレ～便秘の予防にトｍと服用す
る事で排便コントロールしている。腹部マッ
サージやホットパックを使用する事で腹部痛
を緩和し不快な要素を取り除けるよう取組
んでいる。

４５ （１７）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

当日の体調を職員間で共有することで体調
に合わせた入浴ができている。またＪ青潔
保持表を用いて適切な間隔での入浴が行え
ている。

週２回の入浴を基本として３回入っている方もあ
る。１週間どの日も１「時から１６時の間で職員の
見守り体制ができる時に、利用者の体調に合わ
せ、希望に応じた入浴を支援している。介助する
職員は利用者との相性も考慮して、その日に話し
合って決めている。入浴剤は利用有の希望で使う
時もあるが、懐かしい季節湯を用意して喜ばれて
いる。お湯の入れ替えは一人ずつおこない気持ち
よく入れるようにしている。シャンプー類は本人の
希望で持ってこられている方もある。浴槽は低くま
たぎやすく 両側の台が外れるので、利用者に適
した介助ができている。手すりも縦横に可動式で、
利用者も安心して入れている。足浴用のバケツも
用意されている。

４６ ０安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

状態に応じて休息をしてもらったり、居室の
温度・湿度謬照明にも配慮している。定期的
にシーツ交換・居室掃除を実施している。

９月１
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○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用‐用
法や用量について理解しており‐服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

自己評価
実践状況

日々の状態変化や体調を看護師と相談し、
医師に適切に報告する事で、本人に適した
内服の管理を行っている。

　　　　　　　

外部 評価

実践状 況

　　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

４８ ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、晴好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている 個別で取り組める事、集団で取り組める事

を検討し楽しみ事や気分転換等の支援を行
える様に努めている。

４９ （１８）０日常的な外出文法
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

今年度もコロナ禍での支援となる。近所の
公園や神社・寺院までの散策の実施にとど
まっている。

コロナ禍で外出の機会はなかなか持てないが 近
隣の公園で外気浴をしたり、ほんわか広場（ラジ
オ体操の集い）に参加している。三ノ宮神社へ初
詣、ドライブでお花見や紅葉狩りなど季節を感じら
れる機会も持っている。また、今年度は「樫原オー
タムフェスタ」に出展した作品を見に小学校に行っ
ている。新聞を購読されている方は毎日１階まで
取りに行かれている。

５０ ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており 一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している 一部の利用者はお金を所持することで安心

される方もあり自己管理している方もいる。

５１ ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

ご家族とＬＩＮＥでの顔を見合わせた通話や届
いたお手紙のやり取りができるように努めて
いる。
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実践状 況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実践状 況

　　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

５２ （１９）０居心地のよい共用空間づくり

　　　　

共用の 空間（玄 関、廊下、居間、台 所‐食堂、；谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リビングは窓が大きくて、明るく広い造りになって

　　　　

室～トイレ等）が一利用 者 にとって不快 や 混乱をま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。壁には利用者と一緒に作った折り紙などの

　　　　

ねくような刺 激（音、光、色、広さ、温度など）がな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飾りが季節感をかもしだし、手作りカレンダーで毎

　　　　

いように配慮し～生活感や季節感を採り入れて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

朝、季節や日付の確認をされている。テーブルと

　　　　

居心地よく過ごせるような工夫をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

椅子の配置は、コロナウイルスの対策で少し離れ

　　　　　　

繋灘璽需要饗警醒鱈醗酵選書議事総墓参電華麗鰯雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

間に工夫をしている。

　　　　　　　　　　　

代わりに配置し、休憩ポイントとしての役割も含め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て、配 置されている。通 気 の 良 いフロアで換 気・室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

温・湿 度 に は 気を付 けて いる。フロアと廊 下 は、職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

員と利用者が毎日寮やモップで清掃をして美しさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を保ち、モップは 利 用 者 が 使 い やすいようにフロア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の 見 えるところに置 いて いる。

駐

　

箕鰹 鶴 嚢容量顕裳れ諸塚
、
電気
場
の
所
合え営利 ソファーや机を設置する事により個人の空

　　　

／／／／′
／／／／

　　　　　

／′′′
／ ／／／

　　　　

用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

　

間の確保と利用者同士で過ごせる居場所の

　　　　

工 夫をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　

工夫を行っている。

５４ （２０） ○ 居心地よく過ごせる居室の配慮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

居室には、淡い色合いの背景に名前を書いた表

　　　　

居室あるいは泊まりの部 屋 は、本人 や家 族と相 談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

札を掛けて、利用者にわかりやすくしている。大き

　　　　

しながら、使 い慣れたものや好みのものを活かし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な鏡のついた洗面台、低床ベッド、空調、カーテン

　　　　

て、本 人が居心地よく過ごせるような工 夫をしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が備え付けられている。畳の部屋はユニットごとに

　　　　

る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２部 屋 ある が、洋 室もマットを敷 いてちゃぶ 台を置

　　　　　　　　

奏誘踏舞鷺謝凝凝肺臓導者選者零落誓書驚き筆露語電熱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用 者・家族と相 談している。また 月珪に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シールを貼ることで衣服の所在が分かりや 蕉繁 露を蓬髪雪覚 者ｉ重荷美女妄り琴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

すいようにしている。

　　　　　　　　　　　

であるが、毛布やタオルケットは気に入ったものを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

持ってこられている方もある。衣 替 え は家 族 に、居

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

室 で入 れ 替えをしてもらっている。週１回 のシーツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

交換の時」利用者と職員が一緒に、モップ掛けや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

拭き掃除をして居心地よく暮らせるようにされてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

　　　　

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

　

騎

　

書物を讐歎きて三
人
安
ひ
全
と氷雪を雪雲きる無事白「立

わ躍る生島 海獣黄濁要望聾要覧警書驚西本
の吏巴

　　　

／／
／／／／ ／

　　　　　

／／
／／／

／／

　　　　

が送れるように工夫している

　　　　　　　　　　　

の希望やＡＤＬに合わせた移動も実施してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。


